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新年あけまして、おめでとうございます（少し早いですが…）。昨年は新型コロナウイルス感染症に振り回

された１年でしたね。いつになったらマスクなしで安心して人と会話や飲食が出来るのでしょうか？今年は

いつもとは違う年末年始を迎えることになりました。そんな中でも年末年始ならではの行事は大切にしてい

きたいですね。新年もみなさんが健康で過ごせますように～♫ 

＜1月のお知らせ＞ 

1月 4日（月）から支援センターは通常開所します。 

1月１９日（火） センター会議の為、午後は閉所します。 

1月２２日（金） 仁科認定こども園避難訓練 

1月１９日（火） 伊豆海認定こども園避難訓練 
”たんぽぽ通信“は、コロナ感染予防の為にポストに投函させて頂いています。 

≪全国的にコロナ感染者が増加しています。センター利用について再度確認をお願いします。≫ 

○手指の消毒、検温、利用時間の記入、お子さんの名前シールを衣類に貼る等をしてからご利用ください。 

室内では大人の方はマスクの着用をお願いします。 

○初めて利用される方は名簿に住所と電話番号を記入してください。 

○里帰り児の利用は県外の方はできません。県内の方は西伊豆に来てから２週間程度、体調をみて熱、風

邪症状がみられないようなら利用してください。 

○流行地域への旅行や滞在（実家へ帰省等）をした後のセンター利用や不明な点については各子育て支援

センターにお問い合わせください。 

＜仁科認定こども園の園庭開放について＞ 

○園庭の利用は以下の条件に当てはまる方は、立ち入りできません。 

★ 体温が 37度以上ある 

★ ２週間以内に高熱を出したり、コロナ感染を疑うような症状があった 

開放日・・・休園日（日曜．祝日）、１２月３０日～1月 3日 

※土曜日１５時以降開放できる場合もあるので園にお問い合わせください。 

 

「～どうぞ～♥」 

 可愛らしい姿が見られました。お話はまだ出来ないけれど小さなお

友だちにおもちゃを差し出して「どうぞ～」としてくれるＹくん。金魚

さんにもツリーの葉っぱを１枚採って水槽の上にそっと置いてくれま

した。外のうさぎさんやニワトリさんに葉っぱを摘んで食べさせたこ

とを覚えているんですね。優しい気持ちが嬉しく、その場にいたみん

なが心癒されました～♫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可愛らしい姿が見られました。お話はまだ出来ないけれど小さなお友

だちにおもちゃを差し出して「どうぞ～」としてくれるＹくん。金魚さんにも

ツリーの葉っぱを 1 枚採って水槽の上にそっと置いてくれました。外のう

さぎさんやニワトリさんに葉っぱを摘んで食べさせたことを覚えているん

ですね。優しい気持ちが嬉しく、その場にいたみんなが心癒されました

～♫ 

＜一時預かり保育＞＜家庭的保育者（保育ママ）＞をご存知ですか～？ 

①．一時預かり保育は、ちょっと子どもを見て欲しい、どうしても子どもを連れて行けない時などに、一時的に預

かり保育をする子育てを応援する有料の制度です。 

★申し込み用紙は各支援センター、教育委員会にもあります。 

★申し込みは、田子子育て支援センターに 3日前までに申し込み申請書を提出してください。 

★但し、緊急の場合は当日でもお預かりします。 

②．家庭的保育者（保育ママ）制度は、保育の必要性の高い０歳から２歳までの乳幼児の保育の充実と保護者

の保育需要に対応するため保育者の自宅など家庭的な雰囲気の中で保育する制度です。 

※詳しい内容についてはセンター、教育委員会に資料がありますのでご覧ください。 

 

＜歯みがき、うがいの大切さ＞ 

今、マスクを長時間着けて居る事で口の中の細菌が増え、また外出を控える様になったので会話が

少なくなり唾液の分泌量が減少しているため虫歯や歯周病になる方が増えているそうです。 

うがいや歯みがきが効果がありこまめに口の中をきれいにすることが感染予防にも繋がり大切だと

歯医者さんも言っています♪ 

食事やおやつの後は水分を取るように心がけましょう。 

口の中に食べ物が残っていると誤飲や誤嚥の危険性があります。 

クリスマス会はなかったです

が、クリスマスの雰囲気を味

わうコーナーを作り、親子で

リースを作りました。 

子ども同士で触れあったり、母達は子育て情報を交換

したりして、育児から少し解放される時間が持てると喜ん

でいます。両親でセンターを利用して育メンパパと子ども

が楽しく遊んでいる姿もあります。 

センターの様子 


